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◆『平成 28 年度全老連活動賞』受賞クラブの紹介
　全老連のボランティア活動の分野で「平成 28 年度全老連活動賞」
を受賞した「フレンドリークラブ（守山区）」の取り組みを紹介します。
　「フレンドリークラブ」は、守山区鳥羽見学区内の鳥羽見地区の会
員で構成されています。平成 19 年 10 月に結成され、会員数は、平
成 29 年 1月 1日現在 109 名です。住民やさまざまな団体等と良好
な関係を築き、地域社会への貢献を目的としたものであることを常
に意識した社会活動を行っています。また、いずれの活動も単なる
ボランティア活動にとどまることなく、全老連が提唱する「健康・友愛・
奉仕」の全国三大運動を良く体現し、自らの生きがいや健康づくり
にも役立つ活動を行っています。
◆取り組み状況
⑴清掃活動
◦毎週 月・火・金／午前 8：00 ～ 8：30 ／守牧公園の清掃／約 31 名参加
◦平成 28 年 5 月／午前 9：00 ～11：00 ／鳥羽見小学校周辺の清掃
⑵養護老人ホームや病院等への慰問

会員 15 名で、フラダンス、手話ダンス、詩吟を披露
⑶保育園児との交流
◦クリスマス会に老人クラブ会員がサンタクロースになって出演
◦園児に手話ダンスの披露をしてもらう
　（フレンドリークラブが園児に披露したお返しとして）
◦園児から太鼓を披露してもらう
⑷区主催の文化祭への出演
⑸防犯活動への協力

フレンドリークラブで５種類のプレート各 20 枚、合計
100 枚作成し学区内に掲示した。

◆取り組みの成果
⑴→守牧地区の方にいつも公園がきれいと喜んでいただいている。
⑵→養護老人ホームや高齢者福祉施設の方と一緒にフラダンスを

踊ったり、「こんにちは」「ありがとう」の簡単な手話を覚えてもらっ
たり、楽しいひと時を過ごし、喜んでいただいている。

⑶→保育園児と顔見知りになり、道路で出会った時など「フレンド
リーのおばちゃん」と声をかけられ笑顔であいさつができ、地域
の子供とのつながりができた。

⑷→会員の生きがいの一つとなり、心身の健康維持にも役立ってい
る。

⑸→地域の人達と一緒に防犯活動を行うことにより、一体感が生まれ
た。

◆1月30日に行われた
「ひょうたん山医院慰問」
当日は、男性 5 名、女性 9 名

で慰問が行われました。施設利
用者が待ち受ける中、フレンド
リークラブの会員が登場。最初
は、男性 5 名による詩吟の披露、
今回がまだ 2 回目の披露でもあ

り、皆さん緊張の面持ちでした。しかし一声を発するやいなや会場
中に声が響き渡り、緊張もだんだんほぐれていき、皆さんすてきな
笑顔へと変わっていきました。

　次は女性グループによるフラ
ダンスの披露、こちらは年季の
入った踊りで息もぴったり。会
場からは「お嬢さん」との掛け
声も。皆さん嬉しそうに踊られ
ていました。詩吟 2 曲、フラダ
ンス 3 曲が終わった後は、手話
によるフラダンス。最初は「ふ

るさと」、2 曲目は「サザエさん」。最後に「サザエさん」の歌詞の手
話をゆっくりとわかりやすく関山
リーダーが説明。出演者、施設
利用者、施設の職員全員で手話
をしながら大きな声で唄って終
了となりました。施設利用者の
大きな拍手に、フレンドリーの
皆さんも満足そうに退場されま
した。
　施設長にお話しを伺ったところ、「日常の中の非日常は、施設利用
者にとってとても大事なことです」これは、「毎日の通所生活という
日常の中に、慰問という非日常が入り込むことにより、施設利用者

に潤いのあるまた刺激のある生活を与えてくれ
る。また慰問が終わった時、涙を出して喜んで
いる利用者がいる」と話されていました。
　磯部会長にお話しを伺いましたが、「皆さん
に喜んでいただけるのなら、これからもお声が
かかれば、さまざまな施設に慰問に伺いたい。
また施設への慰問を毎年行っているが、フラダ
ンスの衣装が毎回同じなので、空き缶集め等で
資金を得て新しい衣装を作成したい」と話され
ていました。
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　昭和区老人クラブ連合会で
は、会員増強運動に積極的に
活用するために「呼びかけ
カード」を作成しました。
　呼びかけカードには、クラ
ブ活動への参加を促す言葉と
共に、「クラブ名」「会長氏名・
電話番号」が記載できる様式
になっています。

「呼びかけカード」は、1クラブ
20 枚程配付しました。

◆呼びかけカード


